
国が推進しているキーワードAI for Scienceとは何か？
https://www.mext.go.jp/content/20250701-mxt_sinkou01-000043465_02.pdf
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⽂科省の進めるAI for Science施策
• ２０３０年台の実現に向けた変⾰の⽅向性

• AIが科学研究を⾼度化・⾼効率化すること：
研究⽀援業務の効率化、実験・解析などの⾃動化・⾃律化・遠隔化、
シミュレーションの⾼速化・⾼精度化など。

• AIが科学的発⾒を加速すること：
⼤量のデータからの情報抽出やパターンの発⾒、仮説の⽣成・推論、
リアルタイムでの予測や制御など。

• 1. 研究基盤の整備
• ⼤規模集積研究基盤の整備：

AIも活⽤した⾃動化・⾃律化・遠隔化の機能を備えた研究設備群を⼤学共同
利⽤機関などに整備し、全国の研究者に⾼度で⾼効率な研究環境を提供しま
す。

• 次世代情報基盤の整備：
科学研究向けAI基盤モデルの開発・共⽤、AIも活⽤した先端研究基盤の⼤規
模集積、堅牢で⼤容量通信を⽀える次世代ネットワーク (SINET) の整備などを
進めます。

• 2. ⼈材育成と研究⽀援
• 若⼿研究者・エンジニア⼈材の育成：

AIの知識を国⺠に浸透させるための教育振興や、若⼿研究者・エンジニアの
育成を⽀援します。

• 研究資⾦の安定提供：
若⼿研究者を対象とした安定した研究資⾦と研究に専念できる環境を⼀体的
に提供する⽀援を強化します。 10



ＡＩの多様な研究分野での活⽤が切り拓く新たな科学
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202401/1421221_00006.html

• １−１．ＡＩを活⽤した科学データの改良や情報の抽出
• 膨⼤な科学データの分析に⾼度なＡＩを活⽤することで、従来の伝統的な研究⽅法で
は⾒逃されがちな情報や関連性を明らかにし、新しい発⾒や⾰新的な洞察をもたらす。

• １−２．ＡＩを活⽤したシミュレーションの⾼度化・⾼速化
• 深層学習技術等を⽤いて、膨⼤な科学データから⽴体構造や候補物質等を予測するモ
デルを作成し、特定プロセスを効率化、迅速化する。

• １−３．ＡＩを活⽤したリアルタイムでの予測や制御
• ＡＩを活⽤することで、環境に応じて予測を⾏いながら、⼈間と同様に複数のタスク
をこなす技術の開発

• １−４．ＡＩを活⽤した科学的仮説の⽣成や推論
• ＡＩを活⽤した⼤規模なデータからの仮説の⽣成や探索によって、⼈間の認知限界や
バイアスを超えた科学的発⾒につながる。

• １−５．ＡＩを活⽤した実験・研究室の⾃律化
• ＡＩとロボット技術を組み合わせることで、研究実験の⼀部⼜は全部を⾃動化

11
搭載機器開発部⾨、地球外サンプル分析部⾨ ほか共通

惑星探査シミュレーション部⾨
地球外サンプル分析部⾨ ほか共通

惑星探査データアーカイブ部⾨ ほか共通



ＡＩの多様な研究分野での活⽤が切り拓く新たな科学
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202401/1421221_00006.html

• １−１．ＡＩを活⽤した科学データの改良や情報の抽出
膨⼤な科学データの分析に⾼度なＡＩを活⽤することで、従来の伝統的な研究⽅法では⾒逃され
がちな情報や関連性を明らかにし、新しい発⾒や⾰新的な洞察をもたらす。

• 事例：宇宙観測データのノイズ除去
情報・システム研究機構統計数理研究所と⾃然科学研究機構国⽴天⽂台は、2021年、深層学習
技術（敵対的⽣成ネットワーク）を活⽤して、実際の銀河データから暗⿊物質地図を作成する際
に⽣じるノイズを除去して暗⿊物質の分布を解明した。
• https://www.ism.ac.jp/ura/press/ISM2021-06/pr0702.pdf
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本⽇の発表にも！

１件⽬
深層学習を⽤いた

クレーター形態分類
による⽕星地下氷圏
への⽰唆

４件⽬
基盤モデルのファ

インチューニングに
よる⼩惑星ボルダー
検出精度改善につい
ての検証



１−２．ＡＩを活⽤したシミュレーションの⾼度化・⾼速化
深層学習技術等を⽤いて、膨⼤な科学データから⽴体構造や候補物質等を予測す

るモデルを作成し、特定プロセスを効率化、迅速化する取組も加速しています。
• 気象予測

• 2023年（令和５年）11⽉、Google DeepMind社は、10⽇間の天気予報を、前例の
ない精度で１分以内に提供することが可能なＡＩモデル「GraphCast」を発表

• https://deepmind.google/blog/graphcast-ai-model-for-faster-and-more-accurate-global-weather-forecasting/
• 従来の物理⽅程式やアルゴリズムに基づく数値予報モデルの代わりに、現在から
未来の地球の天気の変化を⽀配する因果関係のモデルを数⼗年にわたる過去の気
象データを⽤いて学習させ、予報を出⼒する。

• 流体科学シミュレーションの短縮化
• 空気抵抗等を調べるための
流体シミュレーション
（ＣＦＤ）には多くの計算機
リソースが必要でしたが、
株式会社アラヤが開発
した「NeumaticAI」は、ＡＩと
ＣＦＤのハイブリッドにより、
設計サイクルの総合的な時間の
短縮化を実現
• ＡＩがＣＦＤにおいて担う箇所
を最⼩限にとどめているため、
少量の学習データでの⾼い
汎化性と信頼性を備えた解析が
期待されている。

注：物理モデルの⼀部をEndToEndモデルで代替して効率化⾼速化 13
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１−４．ＡＩを活⽤した科学的仮説の⽣成や推論
ＡＩを活⽤した⼤規模なデータからの仮説の⽣成や探索によって、⼈間の認知限

界やバイアスを超えた科学的発⾒につながることへの関⼼も⾼まっています。

• 科研費学術変⾰領域研究（A）2022年〜
『学習物理学』の創成
−機械学習と物理学の融合新領域による基礎物理学の変⾰」

• https://mlphys.scphys.kyoto-u.ac.jp
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１−５．ＡＩを活⽤した実験・研究室の⾃律化
ＡＩとロボット技術を組み合わせることで、研究実験の⼀部⼜は全部を⾃動化する
例：⾼速な化合物スクリーニング、⾃動化された実験

• 東京⼯業⼤学では、無機固体物質において世界で初めてとなる、
全⾃動で⾃律的に物質探索を⾏うシステム（⾃律物質探索ロ
ボットシステム）を令和２年（2020年）に開発しました
• 本ロボットシステムの利⽤により、⼈間が介在することなく最適
な物性値を有する薄膜を従来の10倍程度の実験効率で作製するこ
とができます（第１-４-５図）。

• 中外製薬株式会社では、ラボオートメーションやデジタル技術
の活⽤により、創薬実験の効率化に取り組んでいます。
• 抗体創薬では、ロボティクスの活⽤により、数百から数千の抗体
の作り出し、網羅的なデータ収集を通じて、抗体の多⾯的な最適
化を実現しています。さらに、⾃社開発されたＡＩを⽤いた「Ｍ
ＡＬＥＸＡ®」は、得られた膨⼤なデータを学習することによって、
研究員が考えるよりも優れた性質を持つ抗体配列のデザインを可
能としています（第１-４-７図）。

• 研究の⾃動化・⾃律化により、研究者は
実験における単純作業の繰り返しから
解放され、創造的な仕事に取り組む時間
を増やすことができ、また、⼤量の研究
データを解析することにより、新たな
発⾒や科学の課題解明につながることが
期待されています。
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AI for Science、バズワードで終わらせず、私たち
の研究開発に導⼊して効率化⾼速化を図りませ
んか？
• ARC-Spaceは既にいくつか取り組んでいるものがあ
りますし、会津⼤学情報科学研究者との
共同研究で助⾔等も可能です。

•共同利⽤・共同研究拠点としてできそうなことは
• 公募型事業として皆様の導⼊を⽀援
• （複数）拠点に計算機リソースを集中して、
⼤型基盤モデルのデータ蓄積／学習を⾏い、
研究者に結果を利⽤してもらう
• （複数）拠点に⾃動処理システムを導⼊して、
研究者がリモートでそれを利⽤する環境を構築する
• などなど… 16


